
共催：第64回日本糖尿病学会年次学術集会／アークレイマーケティング株式会社

本セミナーをご視聴いただきましたら、セミナー視聴ページよりアンケートへのご協力をお願いいたします。
ご回答いただいた内容は、今後の弊社マーケティング施策に活用させていただきます。
アンケートへご協力いただきました方へのお礼として粗品をお渡しいたします。

※視聴方法
　学会HPより参加登録をお済ませ頂いた方にログインID・PWを付与し、
　ログイン頂きます。
　特設ページのオープンにおきましては、今後HPにてご案内予定となります。
　https://site.convention.co.jp/64jds/
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　アークレイは糖尿病検査のパイオニアメーカーとして 1981年に、世界で初めて HPLC法による HbA1c分画定量装置 HA-8110を発売し、
2021年には発売 40周年を迎えます。　
　HbA1c測定装置は進化を重ね、測定精度および速度の向上が図られております。また日本国内では 2010年 6月発表の「糖尿病の分類と
診断基準に関する委員会報告」以降、HbA1cの国際標準化が達成され、外部精度管理などにより施設間の測定値の是正もなされています。
　さらに近年発売した最新機種では、HbA1c測定に影響を与える変異ヘモグロビンの検出や一部分離が可能な装置も販売するなど進化
も遂げています。　
　本 Web セミナーでは HbA1c の血糖モニタリング指標としての活用状況や今後の展望について、日本国内の状況だけではなく近隣諸
国である中国・韓国における現状や最新の知見などに関する情報提供をいたします。

当社でも WEB展示会を行っています。
新発売した自己検査用グルコース測定器
『グルコカードプライム』や単回使用自動
ランセット『ナチュラレット plus』などを
ご紹介をしております。
是非ともご覧ください。

LINE公式アカウント
『検査のアークレイ（医療従事者用）』
医療従事者へ向けて、日常診療に役立つ情報や、アークレイでご用意
している患者さん向けの資料のご案内、セミナー開催情報などを定期
的に気に配信しています。


